
❺ジョイント
授業の実施

学校訪問型学習

◎総合の時間や社会や生活
の授業などで活用したい
・まち探検 ・職場体験
・施設や史跡・出土品の見学
・生活体験 ・地域観察会
・科学体験 など

◎住み続けたいまちの実現

◎地域歴史・文化の伝承
・学区ごとの歴史や史跡の解説
・収蔵品や展示物の活用 など

◎様々な体験活動
・科学、ものづくり など

➊
授業依頼

❷要点等整理

❸検討・提案

〇校長
〇教職員

〇学芸員
〇行政職員

・交流館は、子どもたちが東海村の歴史を学んだり科学やものづくりなどの色々な体験活動を行
うことができる社会教育施設である。
・村では交流館の収蔵物や展示物を用いて子どもたちに対してより楽しくより深く東海村を知っ
てもらい郷土愛を育んでいきたいと考えている。一方学校は、交流館を活用して、資料集からだ
けではわからない専門的な解説や本物の土器や埴輪を触ったり見たりする活動や、準備や実施が
大変な科学実験や生活体験活動を依頼したいと考えている。
・そこで交流館を活用した９年間のカリキュラムを作成し、最終的にはふるさとや地域を語れる
「とうかいっ子」の育成を目指す。
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歴史と未来の交流館

交
流
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想
い
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村立小・中学校

各学校にて、学校や地域の実態に
合わせて、交流館と連携したカリ

キュラムの設定

実施内容のメ
ニュー化と改善
により持続可能
なものへ

東海村教育委員会
生涯学習課 青少年担当

究極目標：故郷や地域を胸に社会へはばたく「とうかいっ子」を育む
３ ジョイント

授業の流れ

・学校と交流館が相互の主体性（持ち味やモノ）を保持しながら、別個ではできない
ものを協力して実施することにより、より良い学習活動と施設活用が期待できる。
・生涯学習課内の教職経験職員が連携の窓口となって、学芸員の想いや学校現場での
経験等を活かしながら、授業に関する連絡・調整を行う。
・学校は交流館にすべてを委任するのではなく、「授業」という性質を担保するため、
原則として指導略案を作成し協議をしながら準備・実施する。

２
事業
要点

９年間の
計画的な
学び

❹マッチング
・個々ではできないことを効果的に

・より楽しく、より深く

交流館での調整窓口
〇教員経験職員

史跡・地域教材活用学習
交流館訪問型学習

1年生 生活科「秋となかよし」
シャボン玉遊び・木の実ビンゴ
2年生 生活科 まち探検
交流館施設見学

1・2年生 生活科「あきとあそぼう」
松ぼっくりツリーづくり、種類分け
4年生 理科「水辺の生き物観察会」
県環境アドバイザーによる新川観察会

16年生 総合「歴史発見東海村3回シリーズ」
1日目：学校にて学芸員による解説
2日目：交流館にて展示解説
3日目：学校にてまとめの発表と講評

5年生 理科「村小の環境政策課になろう」
①校内の植物生物観察
②校外植物観察（村小～歴史と未来の交流館）
6年生 総合「職場体験学習」学芸員・理科指導員

中
丸
小

照
沼
小

村
松
小

白
方
小

歴史と未来の
交流館

学校×交流館連携事業「ジョイント授業」の展開

４
事例紹介
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